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天文電報の話
　　　　　　（前號弼5頁より響く）
上
? 穰
〔電　　幸鼠　　艮言　　號　　角皐〕
（2）
　次に掲げるものは，原谷478頁に述べたところの電報嗜號解であって，1901
年四月クVイツ．博1ごによって爽表せられたものである，担し現今國際天文同
盟に探用せられてるるものは共後二，三の改訂を維てるるので，その個所は改
訂して〔〕を以てこれを示し，爾ほ必要に施iじ註を附して置いた．只原文に
塞げた例を改訂して掲げることは好ましくなかったので共の儘とし，その代
りにゴチック軽蔑で印刑して注意を促がすことsした。5／5頁の例四，517頁
の例三は特に改訂後のものを例として挿入する．
　　　〔欧洲の天丈豪（タシユケント及びアルジエールを含む）とキールの天丈電報
　　　中央局間の電報通信のための解良法〕
　　　　　1・緒　　　言
1．rll世局へ磯信ずる電報は“Astronom　Centrallstelle　Kiel”の宛名とす，
2．各電報は最後に照合数字を有し，それは五数字の一群にて前にある全て
　の敷の和を與ふ．但し和の十萬位の激字は省暑す．一つの電報が幾つかの
　報告を含むときは各報告毎に照合激字を報ずること．
3・後に述べる五桁の金字群の内，ある個所を報じ得ないときには0を以て
　これを補ふ．
4．・會員はその電報が正しV・ことを照號激字によって確かめること・もし一
　致しなV・ときには‘c　Reptition’”と電照すれば，再度の電報が受取られる・
5．中央局に獲する報告が不確實なりと思惟するときには“zweifelhafビL疑
　はし■とか。‘　zu　prtifen　’L瞼査を要す「とかの注意書きを附加すること・特
　に素人の報告に基いて，ある資見を天文毫から中央局に電報する揚合に，こ
　れが必要で，然らずば豫め確かめ置く必要がある．從ってかNる注意書きが
　なv・揚合にはその天文塞が報告について責任をもつてみることN見倣す．
　　　　　II　彗星及び遊星襲見の電報雛形
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a）天艦名；護見者；（e）項に掲げられる地名と異なる揚合には，事猜によ
　りては，その観測地も共に3
　申央局より登する電報には彗星或は遊星の暫定四丁例へば彗星b或は小遊星GBの名
　前を同時に報ず・
b）五敷字の一群：初めの二難字は日干を〔EEf一より正予〕まで計へて単字
　にて表はす1淺りの三激辛は彗星或は遊星の光級を十分の一光級の軍位に
　て表はす．
　もし高級不明のときには第1章第3條に從ひ○を以て補ふ
　　　【上田註］；／925年より，天文時も正子より数へられることに改められたがため
　　　に，この揚合にも同様，正子より数へること・同日にグリ＝ツチ常用時を一般に
　　　時刻の標準とすることXなり，一rの（e）項は用ゐぬことエなれり．
c）髄見の月名
d）五籔字の一群：観測の時，分及び十分の一分を示す．例へぼ09468は9h
　46鴨と讃む．時1刻はZド均膵を用ひ〔正子〕jlり激へること．
　爾時刻が粗なる場合にも，五数字を用ゐ，例へ鶴午後一時頃ならば［130（♪O］とす・
????d）項の肝刻の標準子午線の地名
五激字の一群1赤経を度，分にて衣はす
二野掌の一群：北極距離iNPDを度，分にて表はす
五敷字の一群：第一緻字は7を用ゐ淺りの四激字は赤維と北極距離との
　秒位を與ふ．
　7は別に意味を有せず，精密位置なることを示す・照合藪には勘定に入れること・
　この一群を略するも差支へな1・
　　　【上田註］　1925年十一一月の吹訂によって“7”籔字はその観測が競位置（Apparent
　　　Plユce）を示すことNし，“8”数字を用みてその年の年頭に於ける雫均位置を示
　　　すことエす．而して後者を一般に使用する方針である．
i）　五数字の一群：彗星或は遊星の二十四時聞内の赤経に於ける鼓動を示す。
　度，分にて表はし，それに36000（即ち36000！）を加ふ．
k）五寸字の一群：二十四時間内の北極距離に於ける運動を示す，度，分にて
　はし，常に36000！を加ふ．
　運行が精密に知れぬときには，　i）k）の項を省略する．　しかして其代りに記述をな
　すこと，例へば“Bewegung　nordost”L北東に運行す「とか“Bewegung　unbel《annt”
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　L運行不明「と記すか，叉は全く省略して終ふ・
1）　照合激字：三門字の一群より成り，前にある全ての五二字の和を表はす．
　但し，十萬位の敷字は省溢する．第1章第2條参照．
m）任意の注意事項：尾に就ての記載や，b）項に於て示されない蝪合には，
　彗星の光度について記す・［Dg）h）項が嚢見時の眞分黒占に關して興へられて
　みなV・揚合には，その準恢する分黙を示すこと．例へば“Aequinox　1875　”
　L1875年の春分黒ボといふ工合である．］この項に出て來る数字は五桁ではな
　V・ので照合敏字の中へは勘定に入れなV・．
　　〔上田註］　前蓮の事柄より上の括弧内の部分は不要である．
n）．ぞ畿信者の署名。
注意　同一の乾板にとられた多くの小遊星の，lt告の島合には，一一一i々観測時刻，
〔慎準子午線〕を繰り返す必要はない．この様な揚合には，例三によって知ら
れたし．只，b）項にては多くの小遊一しの光度を表はすことが不可能である
から，この黒liiには注意すべきで，　m）項によって輿へるべきである．そして，
照合激字はまとめて収後に置く．
　　　　　　　　例　一
　　　　七数字群　　獲見，大暑位琶及び蓮｛∫の亀報
Come．te　Borrel］，y　230gs　Juillet
E2500　Marseille　040so　07809
360163571219182　Neyau正）etite
clueLle．
　　　　　　　1．oewy
　　　　　　　例　二
　　八数字群
？lanete　Charlois　04ioo　decembre
O9515　’mice　0692g　07547　74329
35946　3SgS6　74122
　　　　　　　Perrotin
　　　　　　　例　霞
十一一va字群
光度9Mb・ノ彗星ボレリーニヨリテ登見セラノレ・
7月23012h§0．m爵［マJレセイユ雫均S3］ノ位置ハ赤
経＝40Dδ0！北極距離＝78。9！日運動，赤経二＋0。
16ノ，北極距離＝一2。48！核及ビ小ナル尾ヲ有
ス　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　ゾ　イ
獲見，精密位置及び運行の電報
　　　　光度10．mOノ小遊星シヤーロア＝＝ヨリテ登見セラ
　　 　ル．i朗4日9h　51．M5［ニザ平均時］ノ位置
　　　三日経二6go　29t　43”薩北極距離＝75047！29”　　　　1
　　　　日運動　赤経ニー14！北極距離＝・　一4ノ　一：　Pタン
同一乾板に多軸の小遊星獲見，大暑位置及び運動の電報
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Zwei　Planetcn　XVolf　i7000
1iebruar　iO27s　Heictelberg
I573c）　080－i7　35945　3600i
dreizelmter　ls758　08241
35948　35953　vierze］mter　i8gio
　　　　　　　MTolf
　　　　　　　例　四
Comet　Reinixiuth　23i3S
］i’ebruary　23e77　13843　06807
84421　35958　35gSI　23192
　　　　　　　Strom1，ren　　　　　　　　　b
ニツノ小遊星ウオルフニヨリテ饗見セラル
2月17田oh　27．m8［ハイデルベルグ平均時］
1）　13m　R．4L＝157039！　Nl）ll）＝＝800　47／
　日運動　RA＝＿15！，　NPD＝十1！
2）　ユ4m　RA＝ユ57058ノ，　NPD＝82041！
　　H運動　R氏八一12！　N　1）D．，＝　＝＝　一7ノウオルフ
1ライ・・一噂星畷見ス嫉13・1［も
2刀あH23117・m7世界目与二於ケル年頭雫均位置ハ
赤繧漏 38043！44”　北極距離J・・6807／21”
　日蓮動，赤経＝一2ノ北極距離＝一9ノ
　　　　　　　　　　　　ストロームグレン
　　　　　111　観測位置の通報
　第II卓の雛形を認証これに利用せられる．　a）は一骸λに簡輩にすることが出
來る．日運動のi），k）の項は當然署せられる・m）項に於て槻測者が護信者
と異なるときにはこれを記す．
　　六数字群
1’lanet　G］］　2iio4　ITebruar
OglOg　DUsseldorf　i3243
05812　74813　24081
　　　　　　　　1．uther
例
精密観測の電報
W　豫報位置の蓮報
小遊星GBヲ観測ス　2月21日9111⑰．mg［デュッセ
ルドルフ雫均時】光度10．mg
RA．app　＝　1320　4）’　48ii　）Srl’D　app＝58012！13！！
　　　　　　　　　　　　　　　ル戸アノレ
　この揚合にも第H章の雛形が用ひられる．1親測時刻のところへ計算の時刻
と子午線の地名を記す．例へば［グリニツチ常用時Oh］に計算せられたd）e）の
揚合には00000Greenwichとする，これが豫報位置の通信であるとV・ふこ
とは，d）項のH附に孕端な端手のなv・こと，及as，電報の護七日附がそれよ
り早いことなどから二二に知られる．
七数字群
例
暑算位置豫報及び運動の電報
516 天文電報の話　（上田穰）
　　Comet　C　31000　December　I2000　　彗星。　／x一ラー氏ノ　計算昌ヨレバ12月31日
　　1きerlin　35502　H314361273600【　〔ベノレリン卒均時〕12h二於ケル位置ノ・
　　6ig44　M611er　1　RA　＝　30’50　2’　NPD’＝r．　1130　14i
　　　　　　　　　　Kreutz　　　日蓮動RA＝十1027！NPD十1！ノ筈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロイツ
　　　　　V　その他の観測及び三見の電報
　特別な形式はないが，一般に出來る丈け，雛形第II章を利用する訂すべきで
ある．特に，観測時1度，分にて表はされた赤経；同じく北極距離；最後に照
合数字の形列は保存する様，それによって電報の数字を正しく讃むことが行
られる．
　　　　　　　　　例
　　　　五数字群　新空の獲見及びその大暑位置
　　Nし》va　Persei　Anderson　Edindurgh　ペルセウス星座二於テ，エヂンバラノアン7■“　”一ソ
　　21027Fcbruary　14400　Green一　ンニヨリテi薪互炎見セラル2月21日14h　40rnグリ
　　wich　05　io6046264515g　l）1uish　ニツチ〔平均時〕位置ノ・RA＝5106！NI’D＝460
　　white　　　　　　Cし｝pclalld　　　26ノ　光度2．iP7’色ノ・青白色．　　　コP一一ブランド
　　　　　VI　拠物言及び近似拠物線軌道の蓮信
a）天艦名
b）軌道の性質：1）arabel拠物線（第一例を見よ）
　　　　或は：paτabdnahe近似拗物線∫電撃字の一群にて小敷位四桁まで
　　　　の楕図率を輿ふ．（第二例を見よ）楕圓及び双曲線の揚合には言葉
　　　　にてその性質を示さす，楕圓率にてこれを示す．
c）近日鮎通過時の月名
　　通過時が電報獲信時と籐りにへだたりて，年が不明の如き二合には最後
　　の1）の注意事項瀾にてこれを示すこと．例へば“Per’ihel　verfiossen”
　　L近礁樋過せり「とか“Pcrihel　bevors亡ehelユd”L近日鮎の前にあり「の
　　如くす．
d）五撒掌の一群：近日通過の日附を小尊位三位にて示す．
e）d）の時刻の準嫁する子午線地名
f）五丁字の一群：ω近日鮎の引撒を度，分にて表はす．
9）五数字の一群　ρ昇交鮎の黄経を度，分にて表はす・
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h）五敷字の一群：i黄道面への傾斜角を度，分にて表はす．
　　逆行の揚合には，iはgooより大きくとること・これに懸じて，ωを適
　　當に示すこと．
i）五敷字の一群：q近日黒占距離（log　qにはあらす）を小数位四位にて表は
　　す．
k）五撒字の一群1照合敷三一帥ち前にある五数字群の全ての和を與ふ．但
　　し十萬位の数字はこれを暑す，
］）任意の注意事項：近日黒占に關する注意。項滲照；軌道要項がその年の年
　　頭の分鮎に準嫁せぬときには，，與へられた要素のよる分鮎を與ふ．（例ば
　　1900年の分黒占）∫計算者が電報獲信人と異なる際にはその名前。
m）署名
　　　　　　　　　例　一
　　　　六数字群　彗星の拠物線軌道要素
Colnet　c　P、しr［　bel　Decelllber
O2660　Berlin　i　780i　ig228
0，p2S　Og814　52528
　　　　　　　1〈reut’z
　　　　　　　例　二
　　七数字群
Comet　a　parabelnahe　iooo4
April　12978　Greenwioh
oo842　0245g　r461s　or）266
44164
　　　　　　　Merfield
じ讐糊編要婁。，醐，
嶢i瞬
lt／＝O．9814　　　　　　　　　　クロイツ登信
彗星の近似樋物線軌道
例　三
彗星ノ双曲線軌道要素
1アニ4刀12・日978　グ：リニニ≡と」董L［三FLナ与日奪］
1三諜陶画
ダ　ニ　0．3266
e　；　工．0004
六数字群　改訂後の一例
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　C・lnet　C・mass・la　Parab・1r　‘エベル氏計算
　May　143330624805715　　　コマス・ソラ彗星の勉物線軌道要素
　02457　1754146zg4　Perihelion　　　7．＝　19275刀工4・日333　　世Pm　ff寺
　　　　し　　　　がびハゆ　タ卿L　Q；鈎
　　　　　　　　　　　　　　y＝1．7541　　　　ヴインターノ・ンゼン饗信
　　　　　VII小遊星及び短週期彗星の橋圓軌道要素の通信
a）天盤名
b）軌道名：楕圓
。）元期の月忌
d）五撒字の一群　元期の日出を小数第三位にて表はす．
　元期は，なる轟け電報狡僑時に近きやう忌み，何れの年なるや不明なる様のことな
　いやうにす．
　［上田註］11〕2昨の決議に旧きこの元期はユリウス通日を40；・cて徐しうる臼の正子
　の刻とす．
e）のの準櫨する等午線地名
??????
、
0
五撒字の一ntge：M元期に於けるンド均近黒占冠を度，分にて表はす・
　，，　，，　ω近日黙歯面を度，分にて表はす．
　，，　，，　Ω　昇交黙の黄経を度，分にて表はす．
　，，　，，　ゼ　黄道面への傾斜角を度，分にて表はす．
　，，　・，　幹　楕圓率角を度，分にて表はす．
　，，　，，　tJ－Zド均目週運動を十分の一秒を軍位にて表はす．
　　　　　　　ゴ　，，　，，　照合数字，前にある五激字群の総和但し十萬位の数は暑
　　　　　　　す．
任意の注意事項：軌道要素がその年の年頭の分黙に準慷せぬ揚合には與
へられた要素の分黙を示す；計第者が電報獲信者と同一でない揚今には
その名前を畢ぐ；共他．
議信者の署名
　　　　　　例　一
　　八数字群短週期彗星の強電軌道要素
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Comet，　c　Ellipse　Januar　14500
Berlin　oe646　i7i2g　ig632
029S2　01753　05159　64771
Aec’［．uinox　lgoo
　　　　　　　　Krcutz
　　　　　　　　例　二
　　　八婁婦群
1’lanet　DO．　Ellil）se　August
51500　Berlin　220　i4　i7828
30349　ollO7　or313　20｛ol
　　　　　　　］｝erherieh
C彗i星ノ楕圓軌道田富
元期1，月14．臼5　ベルリン雫均時
◎縄勘
甲　二47　　53
［1　＝．　，515．／／：）
小遊星の楕圓軌道要素
　　　　　　　　　　　　　li
　　　　VIII　圓軌道要素
；次の匿別を除いてはVII雛形を利用す．
??
??
?
?」??
小遊星DQノ楕圓軌道要素
匹期8A31・5日ベルリン鞠時
1織勲一
i　＝　ll　7
甲　＝　13　13
p　＝　2010，i！／
b）項に　“　Kreis　”し圓コなる語を用ふ．
クロイツ書信
ベルベリツヒ計算並二登信
f），g）の代りに五滅字の一群にてU一緯度引高を度，分にて表はす．
k）は適する．
　　　　　　例
　六敏字群　小遊星の圓軌道要素
1’lanct　1）Z　Kreis　NTovetn］）er
17500　Berlin　i7427　2394i
oo3Sr，　088i7　68038
Berl）clich
　　　　　　l｝auschinger
小遊星DZ　ノ圓軌道要素ベルベリヒー氏駅亭リテ
計算セラル
元期II月17．日5　ベルリン平均時
1揮鰍一
E・嗣881．”7　　　　　　バウシンガー登信
IX　エフエメリス（等間隔時の豫報位置）の逼報
a）天髄名
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b）　“Epemeride，，　Lエフエメリス「の語
。）エフエメリスを計算せし標準卒均時刻〔（一般に00000或は1L）OOO）〕
　［上田註］　1928年にはグリaツチ常用HSOOOOOを探回すべき様決議す・
d）〔、h記時刻の準嫁する子午線地名〕
e）エフ日貸リスの最翻の位置に相當する月名
f）五壇字群：初めの二敷字は日歯；残りの三図ktはその彗星或は小遊星の
　　光度を示す．何れもエフエメリスの最初の位置に相撃するものを掲げ，
　　光度は小数第一一lnの軍位にて表はす・
　光度（1！rE△2）の軍立は登見の時のものを以てす。
．cr，）
h，）
S”2）
1］g）
fT．　3）
1）：s）
五撒字の一群：エフエメリスの第一一・の位置の赤経R八を度，分にて表はす．
　・，　　・，　　エフエメリスの第一の位置の北極距離NPDを度，：分に
　　　　　　　て表はす．
　，，　，，　エフエメリスの第二の位置のRAを度，分にて表ぱす．
　，，　，，　エフェメリスの第二の位置のNPDを度，分にて表はす・
　，，　，，　エフエメリスの第．・一｛の位置のRAを度，分にて炎はす．
　，，　，，　エフ日勤リスの第＝．1の位置のNPDを度，分にて表はす．
fbri］　）
h，，　）
??
，，　，，　エフ詳略リスの最後の位置のRAを度，分にて表はす．
，，　，，　エフエメリスの最後の位置のNPDを度，分にて表はす．
　五心字の一群：初めの二数字は日附，残りの三敏字はその彗星或は小遊星
　　の光度を示す．何れもエフエメリスの最後の位置に相肩するものを掲げ，
　　その光度は小敏第一位の軍位にて表はす．
　エフSメリスの間隔はその最初のものと最後のもの．Y日附より知り得．極度に大な
　る運動をするものに非ざる限り，四日の間隔を以て通則とす・
　［上田註］　1928年の決議によってユリウス通日を八除，四除しうる日の正子の刻に
　計算するを通則とす・
k）五平字の一群：照合丁字自防前にある五敏字群の総和を示す．但し十萬
　　位の激は暑す，
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1）＝＝，三の注意事項；エフエメリスの計算者1等
m）護信者の署名
　　　　　　　　例
　　　　十二激字群　四日間隔，十二日に封ずるエフエメリス．
　Cc）mct　c　Ephetneiide　l2000　　c彗i星ノベルリ）平均時12h＝於ケルエフエメ
　：Berlin　December　2800935036．　リス
　II30735630113150e214　　　B附　　　RA　NI）D　　光度　H30g　oo747112500goo7　　　　12月28　350036！　113。7／　0．9
　6582斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1月　1　　356　30　　　113　15
　　　　　　　　M611er　1　5　214　113　9　　　　　　　　　　　　　　　　9　747　112　50　O．7．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メーラP計算並二獲信
太　　陽　　黒　　勲　　相　　封　　表
　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　へ∴凶ノ1
　　　　　　　　　　　　賦～㌧＼♪＼
一一一一一 ．r．T－d　T一槻測　春チウリヒ大學（スヰス）
三澤勝衛氏
亀井講彦
tfns　tg2e
襯測開始年月　槻　測
　1749　8cm　］．921　iX．　8cm
i（」26X．　（Z・1：：1：
　　ノ930　　　　　　　　　　　　195’
望遠鏡　64X．
　83　xr　．
　57X．　1．（1926X．一1928xu．）
　64　　（19，　2911．以後）
　　　　　　　（未完）
